サブジェクトは　“上に政策あれば、下に対策あり---中国。何でもお上に頼る国民あれば、国債乱発の親方日の丸あり---日本。”

 弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから
　ある上場企業の役員からの反応が届きました。勿論名前は伏せます。

「石角　さん
久しぶりに“上に政策あれば、下に対策あり”という言葉を聞きました。この言葉は、意外と私の好きな言葉です。
ロシアの人たち－特に上流実業家レベル－も同じ考えで、およそ政府など私の知る限りでは信じていません。
彼等は、取引通貨をドルにこだわり、更にそれをロシア外にいかに残すかについて腐心しています。ルーブルへの信頼は皆無ですし、政府は代わるものだ、という前提で商売と自らの蓄財を考えています。
韓国も日本の消費者金融が進出できないのは、個々人の地下経済・地下金融が発達しているからです。
過去から辛酸をなめてきた国の国民は、政府は政府、自らの生活は自ら守る、という気持ちが強いようです。
日本は・・・・ひどいもんですなあ。自民党の末期政策があまりにもひどすぎた反動が強く残っていると感じますし、短期と思われる鳩山政権の後継政府がまたまたひどかったら、その反動はどうなるでしょうかね。」
以上

